
2014

№191

7 かしはら市議会だより

予
定
で
、
こ
こ
を
拠
点
に
、
近
隣

市
町
村
か
ら
乗
り
入
れ
で
き
る
公

共
交
通
網
を
整
備
し
、
中
継
地
点

的
な
意
味
合
い
を
も
た
せ
た
い
。

御
所
市
地
域
公
共
交
通
会
議

で
、
御
所
市
民
の
中
で
は
イ
オ
ン

モ
ー
ル
橿
原
や
県
立
医
科
大
学
へ

の
ア
ク
セ
ス
要
望
も
強
い
こ
と
が

議
論
さ
れ
て
い
る
。
御
所
市
の
コ

ミ
ュ
バ
ス
を
本
市
の
南
西
部
の
交

通
空
白
地
を
通
っ
て
も
ら
え
る
よ

う
に
、
近
隣
市
町
村
で
連
携
し
交

通
政
策
を
考
え
て
は
。

積
極
的
に
取
り
組
み
た
い
。

今
後
、
イ
オ
ン
モ
ー
ル
周
辺

が
中
南
和
全
体
の
一
大
商
業
集
積

地
と
な
る
。
低
炭
素
な
ま
ち
づ
く

り
を
考
え
る
と
、
で
き
る
限
り
公

共
交
通
利
用
を
促
進
す
べ
き
だ
が
、

公
共
交
通
が
渋
滞
に
巻
き
込
ま
れ

て
は
意
味
が
な
い
。
道
路
の
複
線

化
や
バ
ス
専
用
レ
ー
ン
等
も
考
え

る
べ
き
と
思
う
が
。

土
日
の
混
雑
状
況
か
ら
見
て
、

ま
す
ま
す
交
通
対
策
が
必
要
で
あ

る
。
で
き
る
だ
け
具
体
的
な
計
画

を
早
期
に
策
定
し
、
関
係
機
関
へ

働
き
か
け
、
協
議
会
等
を
行
っ
て

い
き
た
い
。

超
小
型
モ
ビ
リ
テ
ィ
が
飛
鳥

地
域
で
実
証
実
験
さ
れ
る
が
ど
の

よ
う
な
も
の
か
。

10
月
10
日
過
ぎ
か
ら
飛
鳥
駅

前
に
貸
し
出
す
基
地
を
設
け
、
超

小
型
モ
ビ
リ
テ
ィ
6
〜
7
台
で
運

行
を
始
め
、
年
度
末
に
は
20
台
近

く
が
走
る
予
定
で
あ
る
。
北
は
本

市
の
香
久
山
地
区
か
ら
藤
原
京
周

辺
エ
リ
ア
、
南
は
、
奥
明
日
香
の

入
谷
地
区
、
高
取
町
の
壷
阪
寺
や

高
取
城
跡
ま
で
運
行
す
る
。

広
域
観
光
の
玄
関
口
は
本
市

に
な
る
と
思
う
が
、
超
小
型
モ
ビ

リ
テ
ィ
へ
の
考
え
は
。

橿
原
神
宮
前
駅
中
央
出
口
が

玄
関
口
と
考
え
て
い
る
。
降
り
て

す
ぐ
利
用
い
た
だ
け
る
よ
う
な
条

件
を
つ
く
っ
て
い
き
た
い
。

教

育

特
別
に
支
援
が
必
要
な
子
ど

も
た
ち
へ
の
取
り
組
み
と
し
て
、

本
市
で
は
、
子
ど
も
総
合
支
援
セ

ン
タ
ー
、
こ
と
ば
の
教
室
、
県
立

医
大
で
の
院
内
学
級
な
ど
、
き
め

細
か
な
支
援
を
行
っ
て
い
る
。
そ

れ
ぞ
れ
の
取
り
組
み
内
容
は
。

子
ど
も
総
合
支
援
セ
ン
タ
ー

は
、
心
身
障
が
い
児
訓
練
施
設
と

し
て
就
学
前
児
童
を
対
象
に
、
保

護
者
と
と
も
に
通
園
す
る
療
育
施

設
と
し
て
開
設
し
た
か
し
の
木
園

を
、
子
ど
も
や
保
護
者
に
対
し
療

育
・
相
談
・
支
援
等
に
つ
い
て
総

合
的
な
視
点
か
ら
支
援
を
行
う
拠

点
と
し
、
充
実
さ
せ
、
本
年
4
月

に
移
転
改
築
し
た
も
の
で
あ
る
。

こ
と
ば
の
教
室
は
、
畝
傍
南
小
学

校
に
あ
り
、
今
は
Ａ
Ｐ
Ｐ
Ｌ
Ｅ
教

室
と
呼
ん
で
お
り
、
構
音
障
が
い

や
学
習
障
が
い
等
の
克
服
・
改
善

と
環
境
へ
の
適
用
、
情
緒
の
安
定

を
図
り
な
が
ら
長
期
的
に
社
会
へ

の
適
応
力
を
育
て
る
こ
と
を
目
標

と
し
て
い
る
。
医
大
の
院
内
学
級

は
、
長
期
療
養
中
の
児
童
生
徒
に

学
習
の
機
会
を
設
け
、
学
力
の
補

充
と
情
緒
の
安
定
を
図
る
こ
と
を

目
的
と
し
て
い
る
。

本
市
の
小
・
中
学
校
の
不
登

校
児
童
の
数
は
。
ま
た
、
そ
の
原

因
分
析
は
。

年
間
30
日
以
上
欠
席
し
た
児

童
生
徒
を
不
登
校
と
し
て
お
り
、

小
学
生
の
不
登
校
は
平
成
25
年
度

38
人
、
今
年
度
1
学
期
末
で
11
人
、

中
学
校
の
不
登
校
は
平
成
25
年
度

で
１
０
６
人
、
今
年
度
1
学
期
末

で
59
人
で
あ
る
。
原
因
は
、
小
学

生
は
親
子
関
係
を
め
ぐ
る
問
題
が

一
番
多
く
3
分
の
1
以
上
で
、
中

学
校
は
無
気
力
が
一
番
多
く
4
分

の
1
程
度
で
あ
る
。

不
登
校
へ
の
対
応
・
対
策
は
。

各
中
学
校
に
ス
ク
ー
ル
カ
ウ

ン
セ
ラ
ー
を
配
置
し
、
児
童
生
徒
、

保
護
者
等
の
悩
み
や
不
安
を
取
り

除
く
よ
う
に
、
ま
た
、
不
登
校
の

児
童
生
徒
が
学
校
以
外
に
通
え
る

施
設
と
し
て
万
葉
ホ
ー
ル
の
3
階

に
虹
の
広
場
を
設
置
し
て
い
る
。

各
学
校
で
は
、
担
任
が
電
話
連
絡

や
家
庭
訪
問
す
る
な
ど
し
、
連
絡

を
と
り
合
っ
て
い
る
。
小
学
校
で

は
、
担
任
や
い
じ
め
・
不
登
校
指

導
員
が
家
に
迎
え
に
行
く
こ
と
で

登
校
で
き
る
児
童
や
、
家
庭
訪
問

を
繰
り
返
し
、
相
談
室
に
登
校
で

き
る
よ
う
に
な
っ
た
児
童
も
い
る
。

ま
た
、
中
学
校
に
は
、
こ
こ
ろ
の

ケ
ア
ル
ー
ム
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
を
配

置
し
、
授
業
中
や
休
み
時
間
に
も

相
談
を
受
け
る
な
ど
継
続
し
た
対

応
を
し
て
い
る
。
小
・
中
学
校
と

も
ケ
ー
ス
会
議
を
行
い
、
担
任
1

人
で
な
く
チ
ー
ム
で
対
応
し
、
共

通
理
解
を
図
る
よ
う
に
し
て
い
る
。

本
市
に
は
中
学
校
の
2
部
と

し
て
夜
間
学
級
が
あ
り
、
7
カ
国

の
出
身
者
、
22
歳
〜
84
歳
ま
で
が

生
徒
と
し
て
お
り
、
働
き
な
が
ら

通
っ
て
い
る
方
が
多
く
、
中
に
は

会
社
を
立
ち
上
げ
夢
を
追
い
か
け

て
い
る
方
も
い
る
。
中
学
校
で
の

不
登
校
理
由
と
し
て
4
人
に
1
人

が
無
気
力
と
い
う
の
で
あ
れ
ば
、

こ
う
い
っ
た
中
学
校
2
部
を
、
貴

重
な
学
齢
期
に
お
い
て
学
べ
る
場

の
選
択
肢
の
1
つ
と
し
て
生
か
し

て
は
ど
う
か
。

本
市
の
夜
間
中
学
は
、
就
学

年
齢
を
18
歳
以
上
と
定
め
て
い
る

が
、
そ
う
い
っ
た
選
択
肢
も
検
討

し
た
い
。

中
学
校
生
徒
に
係
る
重
大
事

態
に
関
す
る
第
三
者
委
員
会
に
よ

る
調
査
が
開
始
さ
れ
半
年
以
上
が

経
過
し
、
近
い
将
来
に
調
査
報
告

が
あ
る
と
理
解
し
て
い
る
が
、
今

後
の
調
査
結
果
の
発
表
に
つ
い
て
、

教
育
委
員
会
の
考
え
を
聞
き
た
い
。

来
年
高
校
受
験
を
控
え
て
い

る
こ
と
も
あ
り
、
発
表
時
期
に
つ

い
て
十
分
考
慮
せ
よ
と
い
う
声
が

あ
る
。
第
三
者
委
員
会
も
適
切
な

判
断
を
検
討
し
て
お
り
、
そ
れ
を

見
守
り
た
い
。

超小型モビリティ
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